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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 1月 12日 (2006.1.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 鍵 盤 楽 器 の 屋 根 構 造
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 鍵 盤 楽 器 の 本 体 の に 可 能 に 軸 支 持 さ れ

第 １ の 屋 根 板 と 、 第 １
の 屋 根 板 の 端 部 に 突 き 合 う 端 部 を 有 す る 第 ２ の 屋 根 板 と

と を 備 え 、
　

こ と を 特 徴 と す る 鍵 盤 楽 器 の 屋 根 構 造 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 鍵 盤 楽 器 の 本 体 の に 可 能 に 軸 支 持 さ れ

第 １ の 屋 根 板 と 、 第 １
の 屋 根 板 の 端 部 に 突 き 合 う 端 部 を 有 す る 第 ２ の 屋 根 板 と を 備 え 、
　 前 第 ２ の 屋 根 板 は 、 隙 間 を 拡 大 す る 方 向 に 移 動 可 能 に 設
け ら れ 、
　

こ と を 特 徴 と す る 鍵 盤 楽 器 の 屋 根 構 造 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 鍵 盤 楽 器 の 本 体 の に 可 能 に 軸 支 持 さ れ

第 １ の 屋 根 板 と 、 第 １
の 屋 根 板 の 端 部 に 突 き 合 う 端 部 を 有 す る 第 ２ の 屋 根 板 と を 備 え 、
　 前 記 本 体 に 所 定 の 起 立 位 置 で 第 １ の 屋 根 板 の 開 放 姿 勢 を 保 持 可
能 な 突 上 棒 が 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ２ の 屋 根 板 は 、 隙 間 を 拡 大 す る 方 向 に 移 動 可 能 に 設

一 端 側 回 動 、 本 体 に 対 し 開 閉 可
能 に 設 け ら れ た 本 体 上 で 第 １ の 屋 根 板 に 隣 接 す る 位 置 に 設 け ら れ 、

前 後 、 前 記 前 端 部 と 後 端 部 と の 間
の 隙 間 を 拡 大 す る 拡 大 手 段

前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 屋 根 板 が 本 体 上 で 略 水 平 に 前 記 隙 間 を 介 し て 配 置 さ れ た と き に 、 当
該 隙 間 を 前 記 拡 大 手 段 に よ り 拡 大 可 能 と す る

一 端 側 回 動 、 本 体 に 対 し 開 閉 可
能 に 設 け ら れ た 本 体 上 で 第 １ の 屋 根 板 に 隣 接 す る 位 置 に 設 け ら れ 、

前 後
記 前 記 前 端 部 と 後 端 部 と の 間 の

前 記 第 １ の 屋 根 板 は 、 前 記 隙 間 が 拡 大 さ れ た 状 態 で 開 閉 可 能 に 設 け ら れ 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 屋 根 板 が 本 体 上 で 略 水 平 に 前 記 隙 間 を 介 し て 配 置 さ れ た と き に 、 前

記 前 端 部 と 後 端 部 と が 離 間 し て い る
一 端 側 回 動 、 本 体 に 対 し 開 閉 可

能 に 設 け ら れ た 本 体 上 で 第 １ の 屋 根 板 に 隣 接 す る 位 置 に 設 け ら れ 、
前 後

、 回 動 可 能 に 支 持 さ れ て

前 記 前 端 部 と 後 端 部 と の 間 の



け ら れ
　 前 記 第 ２ の 屋 根 板 を 元 の 位 置 に 復 帰 さ せ 突 上 棒

前 記 起 立 位 置 で こ と を 特 徴 と す る 鍵 盤 楽 器 の 屋 根 構 造 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 鍵 盤 楽 器 の 本 体 の に 可 能 に 軸 支 持 さ れ

第 １ の 屋 根 板 と 、 第 １
の 屋 根 板 の 端 部 に 突 き 合 う 端 部 を 有 す る 第 ２ の 屋 根 板 と を 備 え 、
　 前 記 第 ２ の 屋 根 板 は 、 隙 間 を 拡 大 す る 方 向 に 移 動 可 能 に 設
け ら れ
　 第 １ の 屋 根 板 の 閉 塞 移 動 に 伴 っ て 前 記 隙 間 を 拡 大 可 能 と

こ と を 特 徴 と す る 鍵 盤 楽 器 の 屋 根 構 造 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 鍵 盤 楽 器 の 本 体 の に 可 能 に 軸 支 持 さ れ

第 １ の 屋 根 板 と 、 第 １
の 屋 根 板 の 端 部 に 突 き 合 う 端 部 を 有 す る 第 ２ の 屋 根 板 と を 備 え 、
　 前 記 第 ２ の 屋 根 板 は 、 隙 間 を 拡 大 す る 方 向 に 移 動 可 能 に 設
け ら れ
　

　
こ と を 特 徴 と す る 鍵 盤 楽 器 の 屋 根 構 造 。

　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 鍵 盤 楽 器 の 本 体 の に 可 能 に 軸 支 持 さ れ
第 １ の 屋 根 板 と 、 第 １

の 屋 根 板 の 端 部 に 突 き 合 う 端 部 を 有 す る 第 ２ の 屋 根 板 と を 備 え 、
　 前 第 ２ の 屋 根 板 は 、 隙 間 を 拡 大 す る 方 向 に 変 位
す る 領 域 を 含 み 、
　

こ と を 特 徴 と す る 鍵 盤 楽 器 の 屋 根 構 造 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 鍵 盤 楽 器 の 本 体 の に 可 能 に 軸 支 持 さ れ

第 １ の 屋 根 板 と 、 第 １
の 屋 根 板 の 端 部 に 突 き 合 う 端 部 を 有 す る 第 ２ の 屋 根 板 と

と を 備 え 、
　 前 記 本 体 に 所 定 の 起 立 位 置 で 第 １ の 屋 根 板 の 開 放 姿 勢 を 保 持 可
能 な 突 上 棒 が 設 け ら れ 、
　 前 記

　
こ と を 特 徴 と す る 鍵 盤 楽 器 の 屋 根 構 造 。

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 、 に 鍵 盤 楽 器 の グ ラ ン ド ピ ア ノ の 屋 根 構 に 係 り 、 更 に 詳 し く は 、 グ ラ ン ド
ピ ア ノ の 第 １ 及 び 第 ２ の 屋 根 板 の 端 部 間 に 無 理 な く 指 先 を 挿 入 す る こ と が で き る グ ラ ン ド
ピ ア ノ の 屋 根 構 に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
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、 前 記 第 １ の 屋 根 板 は 、 前 記 隙 間 が 拡 大 さ れ た 状 態 で 開 閉 可 能 に 設 け ら れ 、
た と き に 突 上 棒 の 回 動 が 規 制 さ れ 、 当 該

が 保 た れ る
一 端 側 回 動 、 本 体 に 対 し 開 閉 可

能 に 設 け ら れ た 本 体 上 で 第 １ の 屋 根 板 に 隣 接 す る 位 置 に 設 け ら れ 、
前 後

前 記 前 端 部 と 後 端 部 と の 間 の
、 前 記 第 １ の 屋 根 板 は 、 前 記 隙 間 が 拡 大 さ れ た 状 態 で 開 閉 可 能 に 設 け ら れ 、

自 動 的 に し 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２
の 屋 根 板 が 本 体 上 で 略 水 平 に 前 記 隙 間 を 介 し て 配 置 さ れ た と き に 、 前 記 前 端 部 と 後 端 部 と
が 離 間 し て い る

一 端 側 回 動 、 本 体 に 対 し 開 閉 可
能 に 設 け ら れ た 本 体 上 で 第 １ の 屋 根 板 に 隣 接 す る 位 置 に 設 け ら れ 、

前 後
前 記 前 端 部 と 後 端 部 と の 間 の

、 前 記 第 １ の 屋 根 板 は 、 前 記 隙 間 が 拡 大 さ れ た 状 態 で 開 閉 可 能 に 設 け ら れ 、
前 記 前 端 部 と 後 端 部 と の 間 に 緩 衝 部 材 が 設 け ら れ 、 こ の 緩 衝 部 材 が 変 形 す る こ と で 前 記

隙 間 を 拡 大 可 能 に 設 け ら れ 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 屋 根 板 が 本 体 上 で 略 水 平 に 前 記 隙 間 を 介 し て 配 置 さ れ た と き に 、 前

記 前 端 部 と 後 端 部 と が 離 間 し て い る
一 端 側 回 動 、 本 体 に 対 し 開 閉 可

能 に 設 け ら れ た 本 体 上 で 第 １ の 屋 根 板 に 隣 接 す る 位 置 に 設 け ら れ 、
前 後

記 前 記 前 端 部 と 後 端 部 と の 間 の 変 形 又 は

前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 屋 根 板 が 本 体 上 で 略 水 平 に 前 記 隙 間 を 介 し て 配 置 さ れ た と き に 、 前
記 前 端 部 と 後 端 部 と が 離 間 し て い る

一 端 側 回 動 、 本 体 に 対 し 開 閉 可
能 に 設 け ら れ た 本 体 上 で 第 １ の 屋 根 板 に 隣 接 す る 位 置 に 設 け ら れ 、

前 後 、 前 記 前 端 部 と 後 端 部 と の 間
の 隙 間 を 拡 大 す る 拡 大 手 段

、 回 動 可 能 に 支 持 さ れ て

第 １ の 屋 根 板 の 開 放 移 動 を 規 制 し 、 且 つ 、 前 記 突 上 棒 の 起 立 位 置 を 保 つ よ う に 規 制
す る 開 放 規 制 手 段 を 更 に 含 み 、

前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 屋 根 板 が 本 体 上 で 略 水 平 に 前 記 隙 間 を 介 し て 配 置 さ れ た と き に 、 前
記 前 端 部 と 後 端 部 と が 離 間 し て い る

特 造

造



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 【 発 明 の 目 的 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 不 都 合 に 着 目 し て 案 出 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 屋 根 板 の
開 閉 時 に お い て 、 ユ ー ザ に 指 を 挟 む よ う な 恐 怖 感 が 付 与 さ れ る こ と を 効 果 的 に 排 除 す る こ
と が で き 、 且 つ 、 屋 根 板 の 開 閉 作 業 を ス ム ー ス に 行 う こ と が で き る 鍵 盤 楽 器 の 屋 根 構 を
提 供 す る こ と に あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　
　 本 発 明 は 、 鍵 盤 楽 器 の 本 体 の に 可 能 に 軸 支 持 さ れ

第 １ の 屋 根 板 と 、
第 １ の 屋 根 板 の 端 部 に 突 き 合 う 端 部 を 有 す る 第 ２ の 屋 根 板 と

と を 備 え 、
　

、 と い う 構 成 を 採 っ て い る 。 こ の よ う な 構 成
に よ れ ば 、 第 １ の 屋 根 板 を 開 閉 す る と き に 、 各 端 部 間 に 指 先 を 挿 入 す る た め の ス ペ ー ス を
十 分 に 確 保 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ に 対 し 、 各 屋 根 板 間 に 指 先 を 挟 む よ う な
恐 怖 感 が 付 与 さ れ る こ と を 回 避 可 能 と な る 。 し か も 、 前 記 開 閉 時 に 第 １ の 屋 根 板 の 前 記 端
部 を 持 つ こ と が で き る の で 、 従 来 の 屋 根 板 の よ う に 持 ち 直 す 作 業 が 不 要 と な り 、 第 １ の 屋
根 板 の 開 閉 作 業 を 容 易 且 つ ス ム ー ス に 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 具 体 的 に は 、 本 発 明 は 、 鍵 盤 楽 器 の 本 体 の に 可 能 に 軸 支 持 さ れ

第 １ の 屋 根 板 と 、
第 １ の 屋 根 板 の 端 部 に 突 き 合 う 端 部 を 有 す る 第 ２ の 屋 根 板 と を 備 え 、

　 前 第 ２ の 屋 根 板 は 、 隙 間 を 拡 大 す る 方 向 に 移 動 可 能 に 設
け ら れ 、
　

、 す な わ ち 、 前 記 隙 間 を 拡 大 し な い 場 合 に は 、 第 １ の
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 一 端 側 回 動

、 本 体 に 対 し 開 閉 可 能 に 設 け ら れ た 本 体 上 で 第 １ の 屋 根 板 に 隣 接 す る 位
置 に 設 け ら れ 、 前 後 、 前 記 前
端 部 と 後 端 部 と の 間 の 隙 間 を 拡 大 す る 拡 大 手 段

前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 屋 根 板 が 本 体 上 で 略 水 平 に 前 記 隙 間 を 介 し て 配 置 さ れ た と き に 、 当
該 隙 間 を 前 記 拡 大 手 段 に よ り 拡 大 可 能 と す る

一 端 側 回 動 、 本 体 に 対 し
開 閉 可 能 に 設 け ら れ た 本 体 上 で 第 １ の 屋 根 板 に 隣 接 す る 位 置 に 設 け ら れ
、 前 後

記 前 記 前 端 部 と 後 端 部 と の 間 の
前 記 第 １ の 屋 根 板 は 、 前 記 隙 間 が 拡 大 さ れ た 状 態 で 開 閉 可 能 に 設 け ら れ 、

前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 屋 根 板 が 本 体 上 で 略 水 平 に 前 記 隙 間 を 介 し て 配 置 さ れ た と き に 、 前
記 前 端 部 と 後 端 部 と が 離 間 し て い る



屋 根 板 の 開 閉 移 動 が 規 制 さ れ る 、 と い う 構 成 を 採 っ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 端
部 間 隙 間 が 拡 大 さ れ た と き だ け 第 １ の 屋 根 板 の を 行 う こ と が 可 能 と な り 、 各 屋 根 板 間
に 指 先 を 挟 む 虞 を 確 実 に 排 除 す る こ と が で き る 。 し か も 、 常 時 は 、 前 記 隙 間 を 小 さ く し た
状 態 が 保 た れ る の で 、 本 体 内 に 入 る 埃 等 を 極 力 少 な く す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 鍵 盤 楽 器 の 本 体 の に 可 能 に 軸 支 持 さ れ

第 １ の 屋 根 板 と 、 第 １
の 屋 根 板 の 端 部 に 突 き 合 う 端 部 を 有 す る 第 ２ の 屋 根 板 と を 備 え 、
　 前 記 本 体 に 所 定 の 起 立 位 置 で 第 １ の 屋 根 板 の 開 放 姿 勢 を 保 持 可
能 な 突 上 棒 が 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ２ の 屋 根 板 は 、 隙 間 を 拡 大 す る 方 向 に 移 動 可 能 に 設
け ら れ
　 前 記 第 ２ の 屋 根 板 を 元 の 位 置 に 復 帰 さ せ 突 上 棒

前 記 起 立 位 置 で 、 と い う 構 成 も 採 用 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 構 成 で は 、
前 述 し た 目 的 を 達 成 で き る 他 、 第 ２ の 屋 根 板 の 移 動 を 利 用 す る こ と に よ っ て 、 突 上 棒 の 起
立 位 置 を 保 持 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 屋 根 板 の 開 放 姿 勢 が 安 定 的 に 保 た れ る と い う
優 れ た 効 果 を 得 る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 更 に 、 本 発 明 は 、 鍵 盤 楽 器 の 本 体 の に 可 能 に 軸 支 持 さ れ

第 １ の 屋 根 板 と 、 第 １
の 屋 根 板 の 端 部 に 突 き 合 う 端 部 を 有 す る 第 ２ の 屋 根 板 と を 備 え 、
　 前 記 第 ２ の 屋 根 板 は 、 隙 間 を 拡 大 す る 方 向 に 移 動 可 能 に 設
け ら れ
　 第 １ の 屋 根 板 の 閉 塞 移 動 に 伴 っ て 前 記 隙 間 を 拡 大 可 能 と

、 と い う 構 成 を 採 っ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 仮 に 、 各 端 部 隙 間
が 狭 い 状 態 で 第 １ の 屋 根 板 を 閉 塞 し て も 、 当 該 隙 間 を 自 動 的 に 拡 大 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 鍵 盤 楽 器 の 本 体 の に 可 能 に 軸 支 持 さ れ

第 １ の 屋 根 板 と 、 第 １
の 屋 根 板 の 端 部 に 突 き 合 う 端 部 を 有 す る 第 ２ の 屋 根 板 と を 備 え 、
　 前 記 第 ２ の 屋 根 板 は 、 隙 間 を 拡 大 す る 方 向 に 移 動 可 能 に 設
け ら れ
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開 閉

一 端 側 回 動 、 本 体 に 対 し 開 閉 可
能 に 設 け ら れ た 本 体 上 で 第 １ の 屋 根 板 に 隣 接 す る 位 置 に 設 け ら れ 、

前 後
、 回 動 可 能 に 支 持 さ れ て

前 記 前 端 部 と 後 端 部 と の 間 の
、 前 記 第 １ の 屋 根 板 は 、 前 記 隙 間 が 拡 大 さ れ た 状 態 で 開 閉 可 能 に 設 け ら れ 、

た と き に 突 上 棒 の 回 動 が 規 制 さ れ 、 当 該
が 保 た れ る

一 端 側 回 動 、 本 体 に 対 し 開 閉 可
能 に 設 け ら れ た 本 体 上 で 第 １ の 屋 根 板 に 隣 接 す る 位 置 に 設 け ら れ 、

前 後
前 記 前 端 部 と 後 端 部 と の 間 の

、 前 記 第 １ の 屋 根 板 は 、 前 記 隙 間 が 拡 大 さ れ た 状 態 で 開 閉 可 能 に 設 け ら れ 、
自 動 的 に し 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２

の 屋 根 板 が 本 体 上 で 略 水 平 に 前 記 隙 間 を 介 し て 配 置 さ れ た と き に 、 前 記 前 端 部 と 後 端 部 と
が 離 間 し て い る

一 端 側 回 動 、 本 体 に 対 し 開 閉 可
能 に 設 け ら れ た 本 体 上 で 第 １ の 屋 根 板 に 隣 接 す る 位 置 に 設 け ら れ 、

前 後
前 記 前 端 部 と 後 端 部 と の 間 の

、 前 記 第 １ の 屋 根 板 は 、 前 記 隙 間 が 拡 大 さ れ た 状 態 で 開 閉 可 能 に 設 け ら れ 、
前 記 前 端 部 と 後 端 部 と の 間 に 緩 衝 部 材 が 設 け ら れ 、 こ の 緩 衝 部 材 が 変 形 す る こ と で 前 記

隙 間 を 拡 大 可 能 に 設 け ら れ 、



　
、 と い う 構 成 も 採 る こ と が で き る 。 か か る 構 成 に よ れ

ば 、 緩 衝 部 材 を 適 宜 縮 め る こ と で 、 前 記 端 部 間 に 指 先 を 無 理 な く 挿 入 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 更 に 、 本 発 明 は 、 鍵 盤 楽 器 の 本 体 の に 可 能 に 軸 支 持 さ れ

第 １ の 屋 根 板 と 、 第 １
の 屋 根 板 の 端 部 に 突 き 合 う 端 部 を 有 す る 第 ２ の 屋 根 板 と を 備 え 、
　 前 第 ２ の 屋 根 板 は 、 隙 間 を 拡 大 す る 方 向 に 変 位
す る 領 域 を 含 み 、
　

、 と い う 構 成 を 採 る こ と も で き 、 こ れ に よ っ て も 、 前
述 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
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前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 屋 根 板 が 本 体 上 で 略 水 平 に 前 記 隙 間 を 介 し て 配 置 さ れ た と き に 、 前
記 前 端 部 と 後 端 部 と が 離 間 し て い る

一 端 側 回 動 、 本 体 に 対 し 開 閉 可
能 に 設 け ら れ た 本 体 上 で 第 １ の 屋 根 板 に 隣 接 す る 位 置 に 設 け ら れ 、

前 後
記 前 記 前 端 部 と 後 端 部 と の 間 の 変 形 又 は

前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 屋 根 板 が 本 体 上 で 略 水 平 に 前 記 隙 間 を 介 し て 配 置 さ れ た と き に 、 前
記 前 端 部 と 後 端 部 と が 離 間 し て い る

ま た 、 本 発 明 は 、 鍵 盤 楽 器 の 本 体 の 一 端 側 に 回 動 可 能 に 軸 支 持 さ れ 、 本 体 に 対 し 開 閉 可
能 に 設 け ら れ た 第 １ の 屋 根 板 と 、 本 体 上 で 第 １ の 屋 根 板 に 隣 接 す る 位 置 に 設 け ら れ 、 第 １
の 屋 根 板 の 前 端 部 に 突 き 合 う 後 端 部 を 有 す る 第 ２ の 屋 根 板 と 、 前 記 前 端 部 と 後 端 部 と の 間
の 隙 間 を 拡 大 す る 拡 大 手 段 と を 備 え 、

前 記 本 体 に 、 回 動 可 能 に 支 持 さ れ て 所 定 の 起 立 位 置 で 第 １ の 屋 根 板 の 開 放 姿 勢 を 保 持 可
能 な 突 上 棒 が 設 け ら れ 、

前 記 第 １ の 屋 根 板 の 開 放 移 動 を 規 制 し 、 且 つ 、 前 記 突 上 棒 の 起 立 位 置 を 保 つ よ う に 規 制
す る 開 放 規 制 手 段 を 更 に 含 み 、

前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 屋 根 板 が 本 体 上 で 略 水 平 に 前 記 隙 間 を 介 し て 配 置 さ れ た と き に 、 前
記 前 端 部 と 後 端 部 と が 離 間 し て い る 、 と い う 構 成 も 採 る こ と が で き る 。
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